
放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■�

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す

る
ま
た
は
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

■�

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

■�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▽�

出
願
期
限　
【
第
１
回
】
令
和
５
年
２
月

28
日
火　
【
第
２
回
】
３
月
14
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉５
８
５‐３
０
３
３
）

ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
‐
３
２
０
１
）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
北
九
州
地
区
】
12
月
15
日
木
・

午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�
と
こ
ろ
　【
北
九
州
地
区
】
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル

（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�

対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
、
介
護
分
野
に
就
業

し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５

８
４
‐
３
３
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

し
ご
と
相
談
セ
ミ
ナ
ー

　
こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
シ

ニ
ア
の
た
め
に
、
就
業
支
援
を
行
う
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
に
、
直
接
相
談
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
就
労
意

欲
が
あ
る
人

▽�

と
き　
12
月
22
日
木
・
①
午
前
10
時
～
正

午 

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
行
橋
市
中
央
公
民
館
（
行
橋
市

大
橋
）

▽
定
員　
各
回
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

主
催　
福
岡
県
、
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
、（
共
催
）
行
橋
市

▽�

参
加
支
援
団
体　
行
橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ

ン
タ
ー
、
福
岡
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、

福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉４
３
２‐２
５
１
２
）

犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
金
～
12
月
１
日
木

　
毎
年
11
月
25
日
～
12

月
１
日
は
、
犯
罪
の
被

害
に
遭
っ
た
人
へ
の
理

解
や
被
害
者
支
援
の
必

要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
「
犯
罪
被
害

者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
相
談
窓
口
】

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
相
談
窓
口
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

あ
な
た
の
心
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦�

福
岡
県
警
察
本
部
内 

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０
）

◦�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※�

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
は
、

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
課
被
害

者
支
援・相
談
係
（
☎
６
９
１‐０
１
１
０
）

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
者
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
免
許
を
持
ち
、

こ
れ
ら
の
免
許
に
か
か
る
業
務
に
従
事
し
て

い
る
人
は
、
12
月
31
日
土
現
在
の
住
所
・
氏

名
な
ど
を
、
２
年
ご
と
に
届
け
出
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽�

届
け
出　
就
業
地
の
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
ま
た
は
保
健
所

※�

医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
、

勤
務
先
を
通
じ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
届
け
出
が
始
ま

り
ま
す
。
福
岡
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

届
出
期
限　
令
和
５
年
１
月
16
日
月

※�

届
出
用
紙
は
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
医
療
指
導
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
２
７
６
）

みんなの

ひろば

ふくふくネット

福岡県生涯現役
チャレンジセンター

福岡県ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

里
古
り
て
屋
敷
の
奥
の
柿
た
わ
わ

�

小
川　
雪
野

無
住
寺
の
大
き
石
垣
ち
ち
ろ
鳴
く

�

花
田
八
代
美

駆
く
る
子
を
つ
い
と
追
ひ
抜
く
蜻
蛉
か
な

�

吉
住　
利
枝

台
風
の
過
ぎ
つ
つ
振
子
か
す
か
な
り

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

バ
ト
ン
受
け
眼ま

な
こに
力
運
動
会

�

田
尾
三
千
枝

七
五
三
お
す
ま
し
顔
に
お
ち
よ
ほ
口

�

縄
田　
惠
子

黒
潮
へ
切
り
岸
尽
き
て
石
蕗
の
花

�

仲
山
ク
ニ
子

こ
の
町
に
駅
舎
の
跡
や
暮
れ
の
秋

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

シ
ー
チ
キ
ン
缶
に
指
か
け
力
入
れ

引
け
ど
も
開
か
ず
缶
切
り
使
う

�

宮
﨑
佐
代
子

こ
わ
ご
わ
とPayPay

使
い
て
妣

な
き
は
は想
う

A
TM

に
不
安
が
り
き
と

�

村
上　
一
惠

侘
し
く
も
空
家
に
は
り
つ
く
蔦
の
葉
の

色
づ
き
始
め
秋
の
風
吹
く

�

田
中
勢
津
子

刈
り
取
り
を
終
え
し
田
ん
ぼ
は
蘖

ひ
こ
ば
えの
伸
び
て

広
が
り
緑
と
な
り
な
り
ぬ

�

後
藤　
征
子

川のほとりに立つ者は
� 寺地　はるな　著  

　カフェの若き店長・原
田清瀬は、ある日、恋人
の松木がけがをして意識
が戻らないと病院から連
絡を受ける。松木の部屋
を訪れた清瀬は、彼が隠
していたノートを見つけた
ことで、恋人が自分に隠
していた秘密を少しずつ
知ることに―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�５日月、12日月、19日月、22日木、
26日月、29日木～ 31日土

　　　　　【年始】１月１日日～３日火

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

と　き 　　出　演・催　し　　
7 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日土 お話しポケット
17 日土 おはなしトントン
25 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。

　図書館は、年末年始は休館です。
そこで、通常 10 冊までの貸出冊
数を無制限とします。この機会に、
長編小説や全集、絵本などたくさ
ん借りて読書を楽しんでみませんか。

▽ �期間　12月13日火～28日水、１月４日水～９日月
※ �1 月 10 日火～ 20 日金は蔵書点検のため休館し
ます。

貸出冊数無制限

【一般書】
闇の聖域 佐々木　譲� 著
十三夜の焔

ほむら

月村　了衛� 著
機械仕掛けの太陽 知念　実希人� 著
栞
しおり

と嘘の季節 米澤　穂信� 著

【児童書】
考えたことなかった 魚住　直子� 作
ひみつの犬 岩瀬　成子� 作
ねこ と ことり たての　ひろし� 作
ゆきの げきじょう 荒井　良二� 作
クリスマスのおとしもの えがしら　みちこ�作

【クリスマス特別おはなし会】
　大型絵本の読み聞かせや舞台を使
った、いつもと違う「クリスマス特別
おはなし会」です。家族や友だちと楽
しいひとときを過ごしてください。

▽ �とき　12 月 11 日日・午前 11 時
から

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　30人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　電話または図書館カウンターで受け付け中
※ 11月１日から受け付けは開始しています。

図書館からおはなしのプレゼント
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